













DEVELOPMENT OF FURNITURE FOR MUSIC EDUCATION ROOM 
THAT ALLOWS QUICK SET UP OF PERFORMANCE LAYOUT AND EASY STORAGE 
 
上田雄翔 
Yuto UEDA  




It is extremely rare to have furniture, such as an orchestra chair with a flat seat and a non-foldable 
music stand, that is optimized for orchestras and brass bands in the music room in junior high schools and 
high schools. However, if they want to change the layout of furniture in order to perform an ensemble, 
they need to move the whole furniture each time, and it is a big hustle and time-consuming process. Also, 
there are some string instruments, such as violin and cello, are not always easy to play sitting on the chair 
with a small table, which is the furniture of the ordinary music room. 
In this research, I develop furniture for music education room that can be easily moved to change the 
layout, also with space-efficient storage solutions, based on the fieldwork in high school orchestra. 


































































⾸都圏の⾼校総数 362 9 614 862 36 87
吹奏楽部がある⾼校数 296 4 525 727 27 71
管弦楽部がある⾼校数 14 0 15 19 3 7
合計 310 4 540 746 30 78
割合[%]
（⼩数点以下切り上げ）
86 44 88 87 83 90
奏環境の構築の容易さを比較検証する。 
2020年 2月 6日現在の部員数は 39名であり、1stバイ
オリンに 9名、2ndバイオリンに 11名、ビオラに 10名、




















67席分の舞台配置を準備時間は、約 1 時間となっている。 
私立成蹊中学高等学校弦楽部の 35 席分の舞台配置準
備には約 20分の時間がかかった。中学では中学生の下校
































































して 2.6点、譜面台に対して 3.1点であった（表 2）。 
 





































年 1月 25日に改めて撮影したものである）。 
 
 













































































図 9 机の譜面台としての利用  
 











図 10 椅子の練習配置パターン  
 
以上の配置パターン変更を踏まえ、3D プリンタによ











d）縮小模型 2 の制作 
ネスティング（水平方向のスタッキング）が可能な形
















図 13  ネスティングが可能な縮小模型 2の椅子 
 
e）縮小模型 3 の制作 
椅子と机の密接なネスティングを可能とする脚部の統







図 14  脚部の構造を統一した縮小模型 3 
 





f）縮小模型 4 の制作 
椅子の脚部背面のパイプを回転軸とし、椅子座面を脚




図 15  椅子座面の脚部背面への格納 
 























図 16  実寸大の段ボール模型 
 
表 4 参考にする既製品の寸法 
 
 









































445 485 510 770~1060 500 350
コトブキシーティングオーケストラチェア 一般的な木製譜面台(譜面を載せる部分)
机 W:672 D:485 H:811~1094 椅⼦ W:622 D:485~494 H:487 
 
 
図 17  破損した音楽室の椅子 
 























図 19 パイプ端点のフィッシュマウス加工 
d）机および譜面台の部分補強 
転倒防止を図り、脚部に対する天板部の重量を抑え、













図 21 座面回転軸の溶接 
 
f）プロトタイプ 1 の重量計測と強度確認 
制作したプロトタイプ 1 の重量を計測する。結果、椅


































図 24  プロトタイプ 1を使用してチェロを弾く様子 
 
b）机様式での使用調査 
調査は、150cm の女性から身長 176cm の男性までの 7




























を最大 52mm縮小する事が可能となる（図 27）。 
 
 
















0.300m3 の体積を要し、その後 1 台ネスティングするに
連れ、606mm*1101mm*75mm≒約 0.050m3の体積を要










（n 台の机の体積）= 0.300 + 0.050 × n	 	 	 	（1）	
 
 
図 28  机を 10 台ネスティングした際の寸法 
 
椅子は、1 脚につき 506mm*484mm*362mm≒約
0.887m3 の体積を要し、その後 1 脚ネスティングするに
連れ、506mm*484mm*50mm≒約 0.012m3 の体積を要
する（図 29）。従って（2）の計算式より 100 脚あたり
の体積計算は約 2.087m3である。 
 
（n脚の椅子の体積）=  0.887 + 0.012 × n 	（2）	
 
 
図 29  椅子を 10脚ネスティングした際の寸法 
 

















られているメモ台付椅子は 48 台である（調査は 2020 年
1月 25日に実施）。 







表 7 演奏環境の構築に必要な家具の個数 
 
 
よって、最終成果物を使用した場合、音楽室の既存設
備と比較して約 58%短い時間で演奏環境が構築できる事
が計算によって求められた。 
 
５． 結論 
本研究では、机と譜面台の切り替え機能の開発を行う
事で、音楽教育施設用家具をそのまま楽器演奏に転用す
る事を可能にし、演奏準備に必要とされる時間を短縮す
る事が出来た。加えて、椅子と机の同時収納を可能にする
ネスティング機構を開発する事で、音楽の授業以外の
様々な用途に対応し、家具を使用しない時には省スペー
スでの保管を可能にした。 
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時間
12:40
12:50
12:53
12:55
12:03
13:10
弦楽部員の⾏動内容
譜⾯台を準備し始める
椅⼦を動かし始める
譜⾯台を組み⽴て終わる＋椅⼦の配置が完了する
譜⾯台の配置が完了する
席につき始め個⼈がチューニングを始める
⼀⻫チューニングを始める（＝演奏準備の完了）
(収納の必要あり) (収納の必要あり)
練習に不要な椅⼦
最終成果物
（単位：台）
48 48
24
9
- 48
39 39
練習に必要な譜⾯台
24
（組み⽴ての必要あり）
9
⾳楽室にある椅⼦
⾳楽室にある譜⾯台
練習に必要な椅⼦
現在の⾳楽室の椅⼦
と折り畳み式譜⾯台
（単位：台）
- 24
練習に不要な譜⾯台
(収納の必要あり)
